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～自己紹介～

進絵美
（すすむえみ）

S54.2.15
44 歳

ケアマネジャーを紡ぐ会　会長
株式会社進スタジオ　代表取締役

・介護福祉士
・サービス管理責任者

・相談支援専門員（現任）
・主任介護支援専門員
・終活ガイド（上級）

・SDGSDGＳアドバイザー
・キャリアコンサルタント

・産業ケアマネ
・ワークサポートケアマネ

12月8日
会長に就任しました

('◇')ゞ



☆研修実績
大阪、千葉、富山、滋賀、東京、福岡、愛知などで
ケアマネジャー、介護職員向け
・家族支援について（仕事と介護の両立支援）
・障害福祉サービスについて（介護保険との関係性）
・ハラスメント対策
・身寄りのない方の支援
・業務効率化（働き方改革）など

面談スキル向上講座（天晴れ介護サービス総合教育研究所主催）
次回、第5期開催中！

☆研修企画、運営、事務局
オンライン、対面合わせて年間100回程度



キャリアコンサルタントとは

ケアマネジャーとは

個人の興味、能力、価値観、その他の特性を元に、個人にとって望
ましい職業選択を援助し、自らを高めていけるようにライフキャリ
ア全体にわたる支援を行う。

すべての人々の基本的人権を擁護し、利用者一人ひとりが求める生活の
実現に向かって、利用者本位の立場から自己決定を最大限に尊重し、
自立支援と生活の質の向上のために介護支援サービスの提供を行う。



■キャリアコンサルティングの仕組

自己決定

面談支援

（傾聴）

自己理解 人生設計

仕事理解

能力開発



計画的偶発性理論

ジョン・D・クランボルツ
（心理学者）

（1928年-2019年）

偶然の出来事を作り出す

「５つの行動」



①自己理解
②他者理解
③自己理解の支援
④自立支援
⑤相談援助の役割（価値）

面談スキル向上講座（進塾）

面談スキルには傾聴スキルが欠かせない



①自己理解
②他者理解
③自己理解の支援
④自立支援
⑤相談援助の役割（価値）

①
②
③

④
⑤

面談（傾聴）
仕事道具は私たち自身



学ぶ　×　練習



面談（傾聴）スキル　＝　身につけることができる（技術）



ワーク‼

安心安全な場の重要性



受容：無条件の肯定的関心を持つ。

共感：共感的に理解し、それを相手に伝える。

自己一致：心理的に安定し、
　　　　　　　　ありのままの自分を受容している

傾聴　：　受容・共感・自己一致

ロジャーズの3原則

純粋性（ウソがないこと）

自分自身を受容したとき、
人間には変化と成長が起こる。

カール・ロジャーズ
（心理学者）

（1902 年 1987 年）



【面談技術図解】

傾聴　➡　自己理解　➡　他者理解　➡

「他者視点」による
「認知的共感」

（自己受容） （他者受容）自己理解



純粋性（ウソがないこと）

自己不一致 自己一致

感情 行動 感情 行動



選択理論（選択理論心理学）

ウィリアム・グラッサー（精神科医）
（1925年-2013年）

＜選択理論とは＞
 
すべての行動は自分自身である
 
相手の行動を直接変えることはできない

内発的動機づけ
（内的コントロール）
私たちの行動は内側から動機づけられる



ナラティヴ・アプローチ

ナラティヴ（narrative）とは日本語で「語り・物語」の意味。

「考え方」「思い込み」を明らかにし、
 問題解決の方向性を探っていく対人支援

1980年代後半ごろから提唱



感情

行動



＜トランジション（転機）とは＞
 
①イベント：ある出来事が起こること

②ノンイベント：予期していたことが起こらないこと

1.予期していた転機（イベント）
2.予期していなかった転機（イベント）
3.予期していたが起こらなかった転機（ノンイベント）

トランジション（転機）理論

ナンシー・K・シュロスバーグ
（カウンセリング心理学）

（1929年ー　）

1999年
全米キャリア開発協会会長



①役割・・・・人生の役割が変化する。

②関係性・・・大切な人との関係性が変化する。

③日常生活・・日々の行動が変化する。

④自分自身・・自分の物事に対する考え方が変化する。

トランジション（転機）理論

トランジション（転機）とは、変化を伴う

人生においてトランジション（転機）
　　　　　　　　　　　　　を避けることはできない



トランジション（転機）理論

人生の転機を3つの要因から考える
①イベントそのもの

1.転機の深刻さ・・・役割、関係性、日常生活はどの程度、変化を伴うのか。

2.タイミング・・・・転機の起きたタイミングは良いか、悪いか。

3.コントロール・・・自分の力で転機をコントロールできるものか。

4.持続性・・・・・・転機によって生じた状況は永続的か、一時的か。



トランジション（転機）理論

人生の転機を3つの要因から考える
②本人の対処スキル

1.転機そのものを、肯定的にとらえるか、否定的にとらえるか。

2.転機そのものを自分自身がコントロールしようとしているか、あきらめているか。

3.対処のスキルとして、ストレス解消の仕方や、行動する力があるか。

4.過去に転機をうまく対処した経験を積んでいるか。



トランジション（転機）理論

人生の転機を3つの要因から考える
③3つの支援システム

1.　人

2.　物質的資源

3.　支援団体や制度



トランジション（転機）理論

転機の乗り切り方①

内的資源の点検（４Ｓモデル）

①状況：situation

②自己：self

③支援：sapport

④戦略：strategies



トランジション（転機）理論

転機の乗り切り方②

内的資源の点検（４Ｓモデル）

変化を受け止める

↓↓↓

具体的な行動計画を立て実行する



個人ワーク①（　　分）

ご自身の支援システムを思いつく限り記入してください



トランジション（転機）個人ワーク②（　　分）



安心安全な場づくりにご協力ください

否定的な発言はしない

言いたくないことは言わない

ここで話したことは口外しない

グループワーク（　　分）



①話す人②聴く人③時間管理する人④観察者

グループワーク（　　分）

・1グループ３～4人

②話す人③聴く人④時間管理する人①観察者

7分（ワーク）3分（観察者からフィードバック）×4人（または３人）
＊3人のグループは時間管理＆観察者を同じ人がする

＊壁になりきる

＊時間管理の人は時間になったら声掛け



★画面共有してみましょう
（共有したいファイルは開いておく）



★レコーディングしてみましょう
（自分の声を聴いてみましょう）



① 話す 観察者 時間管理 聴く

② 聴く 話す 観察者 時間管理

③ 時間管理 聴く 話す 観察者

④ 観察者 時間管理 聴く 話す

４人グループの場合



① 話す 時間管理
観察者 聴く

② 聴く 話す 時間管理
観察者

③ 時間管理
観察者 聴く 話す

３人グループの場合



①話す人：自分の転機、①状況、②自己、③支援、④戦略

②聴く人：相手が話しやすい態度で聴く
 →うなずき、「〇〇さんは＋そうなんですね」
 →「なぜそう思ったのですか？」
 →「書いてみてどう感じましたか？」

③時間管理する人：時間になったら声掛け

④観察者：壁になりきる。「良かったところ、次こうしたらいいなと思ったところ」

「聴く⼈」へ‼
①良かったところ、

②こうしたらもっとよくなるよ、
というところをフィードバック。

グループワーク（　　分）

7分（ワーク）3分（観察者からフィードバック）×4人（または３人）
＊3人のグループは時間管理＆観察者を同じ人がする



傾聴の力

・相談者自身が自分の問題や課題を理解する。

・相談者自身が問題解決の主体であると受け止める。

＃主役は誰だ





ありのままの自分であることを大切に扱うこと

尊厳を守る　/　尊重する



株式会社進スタジオ
産業ケアマネ　ワークサポートケアマネ
キャリアコンサルタント

進　絵美（すすむ　えみ）

ありがとうございました!

#主�は�だ

研修でお困りの際はお気軽に
お声掛けください。


